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　令和₄年₆月30日発行	 町　会　報　え　ひ　め　	 第 159 号　（2）　

　

愛
媛
県
町
村
会
佐
川
会
長
は
、
令
和
4

年
6
月
2
日
・
3
日
に
中
村
愛
媛
県
知
事
、

渡
部
愛
媛
県
議
会
議
長
、
武
智
愛
媛
県
市

長
会
長
及
び
地
元
選
出
の
国
会
議
員
と
共

に
各
関
係
省
庁
の
大
臣
等
へ
要
望
活
動
を

行
っ
た
。

　
【
6
月
2
日
】

農林水産省　金子原二郎大臣（左から₄番目）

令
和
５
年
度
重
要
施
策
の
推
進
に

関
す
る
提
案
・
要
望
を
実
施

愛
媛
県
町
村
会
　

　平素、愛媛県並びに県内市町の行政の推進につきまして、格別の
御高配を賜り、深く感謝を申し上げます。
　現在、我が国では、₂年以上にわたり新型コロナウイルスとの闘
いが続き、さまざまな分野に影響が生じておりますが、一方で、コ
ロナ禍を契機として、人々の価値観やライフスタイルが大きく変わ
りつつあり、こうした社会変化を前向きにとらえ、将来の成長につ
なげていく必要があると感じています。
　愛媛県では、感染防止対策の徹底を図りつつ、社会経済活動を
前に進めていくための各種施策を積極的に展開しているところで
あり、特に、コロナ禍での変化をふまえ、地域の持続的な発展には、
ＤＸの推進が極めて重要との考えの下、本県のデジタル戦略の指針
となる「あたらしい愛媛の未来を切り拓くＤＸ実行プラン」を策定
し、地域経済の将来を担うデジタル人材の育成と県内産業のＤＸを
両輪として、県民所得の向上や県民が広くデジタル化の恩恵を享受
できる社会の実現を目指すこととしております。
　また、平成30年の西日本豪雨災害からの創造的復興に向け、被災
者の生活再建支援やかんきつ園地の再編復旧、復興を後押しするイ
ベントの開催等に取り組むとともに、県政の₃本柱である「防災・
減災対策」、「人口減少対策」、「地域経済の活性化」の一層の深化に
努め、「愛

えがお

顔あふれる愛媛づくり」第₃ステージの総仕上げに、「オ
ール愛媛」でまい進していく所存です。
　国におかれましては、最優先課題である新型コロナ対策に加え、
成長と分配の好循環による新しい資本主義の実現を図るため、科学
技術の振興やデジタル田園都市国家構想、経済安全保障、国土強靭
化などに取り組んでおられるところでありますが、本県の施策を実
効性あるものとするためには、財源の確保はもとより、防災・減災
対策や地域経済の活性化に欠かせない社会資本の整備、地域の実
情に即した事業を推進する上での各種制度の創設や見直しなど、こ
れまで以上に強力な国の御支援が必要です。
　つきましては、本県の現状や課題をふまえ、愛媛県並びに県内市
町の発展に重要不可欠な提案・要望項目を重点施策として取りまと
めましたので、令和₅年度政府予算の編成および政策の決定に当た
りまして、格別の御理解、御配慮を賜りますようお願い申し上げま
す。
	 　　　　　愛媛県知事　　　　中　村　時　広　
　	 　　　　愛媛県市長会長　　武　智　邦　典　
　	 　　　　愛媛県町村会長　　佐　川　秀　紀　

農
林
水
産
省　
　

金
子　

原
二
郎　

大
臣

　
【
6
月
3
日
】

文
部
科
学
省　
　

丸
山　

洋
司　

審
議
官

原
子
力
規
制
庁　

荻
野　
　

徹　

長
官

経
済
産
業
省　
　

細
田　

健
一　

副
大
臣

環
境
省
・
内
閣
府
（
原
子
力
防
災
）

　
　
　
　
　
　
　

山
口　
　

壯　

大
臣

【
最
重
点
項
目
】

Ⅰ　

西
日
本
豪
雨
災
害
か
ら
の
創
造
的
復

興

　

1　

西
日
本
豪
雨
災
害
に
よ
り
被
災
し

た
か
ん
き
つ
産
地
の
復
興
に
つ
い
て

　

2　

肱
川
緊
急
治
水
対
策
の
推
進
に
つ

い
て

Ⅱ　

デ
ジ
タ
ル
技
術
及
び
デ
ー
タ
を
活
用

し
た
課
題
解
決
・
価
値
創
造

　

3　

デ
ジ
タ
ル
ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー
メ
ー

シ
ョ
ン
（
Ｄ
Ｘ
）
の
推
進
に
係
る
総

合
的
な
支
援
の
充
実
に
つ
い
て

　

4　

Ｉ
Ｔ
エ
ン
ジ
ニ
ア
を
含
む
デ
ジ
タ

ル
人
材
の
育
成
・
確
保
へ
の
支
援
に

つ
い
て

　

5　

次
世
代
の
デ
ジ
タ
ル
人
材
を
育
む

学
校
Ｄ
Ｘ
の
推
進
に
つ
い
て

Ⅲ　

防
災
・
減
災
対
策

　

6　

地
域
の
実
情
を
踏
ま
え
た
防
災
・

減
災
対
策
の
推
進
に
つ
い
て

　

要
望
内
容
は
次
の
と
お
り
。
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る
社
会
の
実
現
に
つ
い
て

Ⅲ　

地
域
経
済
の
活
性
化

　

39　

離
島
振
興
法
の
改
正
・
延
長
に
つ

い
て

　

40　

地
方
の
創
意
工
夫
を
活
か
し
た
自

転
車
関
連
施
策
の
総
合
的
な
推
進
に

つ
い
て

　

41　

産
業
創
出
支
援
の
強
化
に
つ
い
て

　

42　

職
業
能
力
開
発
施
策
に
つ
い
て

　

43　

外
国
人
材
受
入
れ
の
適
正
化
及
び

円
滑
化
と
地
域
の
実
情
に
応
じ
た
制

度
の
拡
充
に
つ
い
て

　

44　

強
い
え
ひ
め
農
業
を
支
え
る
基
盤

整
備
の
推
進
に
つ
い
て

　

45　

果
樹
経
営
支
援
対
策
の
充
実
・
強

化
に
つ
い
て

　

46　

家
畜
伝
染
病
に
対
す
る
防
疫
体
制

の
強
化
に
つ
い
て

　

47　

畜
産
経
営
支
援
対
策
の
強
化
に
つ

い
て

　

48　

林
業
の
成
長
産
業
化
に
向
け
た
支

援
の
強
化
に
つ
い
て

　

49　

持
続
可
能
な
水
産
業
の
確
立
に
向

け
た
技
術
開
発
の
強
化
に
つ
い
て

　

50　

海
外
に
お
け
る
日
本
の
地
名
の
商

標
登
録
問
題
へ
の
取
組
強
化
に
つ
い

て

　

51　

次
世
代
の
ト
ッ
プ
ア
ス
リ
ー
ト
の

発
掘
・
育
成
に
対
す
る
支
援
等
の
充

実
に
つ
い
て

　

52　

障
が
い
者
ス
ポ
ー
ツ
振
興
へ
の
支

援
の
拡
充
に
つ
い
て

　

53　

地
方
の
文
化
芸
術
施
策
へ
の
支
援

に
つ
い
て

環境省　山口壯大臣（左から₄番目）

　

7　

伊
方
発
電
所
の
安
全
対
策
の
強
化

等
に
つ
い
て

　

8　

原
子
力
防
災
対
策
の
充
実
・
強
化

に
つ
い
て

　

9　

大
規
模
災
害
時
の
円
滑
な
相
互
支

援
体
制
整
備
等
の
た
め
の
防
災
業
務

の
標
準
化
の
推
進
に
つ
い
て

　

10　

四
国
の
鉄
道
の
維
持
・
活
性
化
に

つ
い
て

　

11　

高
規
格
道
路
の
整
備
推
進
に
つ
い

て

　

12　

松
山
空
港
の
機
能
拡
充
に
つ
い
て

Ⅳ　

人
口
減
少
対
策

　

13　

持
続
可
能
な
地
域
づ
く
り
を
担
う

多
様
な
人
材
の
誘
致
・
確
保
に
つ
い

て

　

14　

教
員
の
業
務
負
担
軽
減
に
関
す
る

支
援
に
つ
い
て

　

15　

医
師
確
保
対
策
に
つ
い
て

　

16　

ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
の
運
航
に
対
す
る

支
援
等
に
つ
い
て

　

17　

き
め
細
か
な
不
登
校
対
策
等
の
推

進
に
つ
い
て

Ⅴ　

地
域
経
済
の
活
性
化

　

18　

海
事
産
業
へ
の
支
援
の
強
化
に
つ

い
て

　

19　

訪
日
誘
客
支
援
空
港
に
対
す
る
支

援
の
継
続
・
拡
充
に
つ
い
て

　

20　

農
林
水
産
物
の
輸
出
拡
大
に
つ
い

て

　

21　

ア
コ
ヤ
ガ
イ
大
量
へ
い
死
へ
の
対

応
に
つ
い
て

　

22　

四
国
遍
路
の
世
界
遺
産
暫
定
一
覧

表
へ
の
記
載
に
つ
い
て

【
重
点
項
目
】

Ⅰ　

防
災
・
減
災
対
策

　

23　

緊
急
土
砂
災
害
対
策
の
推
進
に
つ

い
て

　

24　

大
規
模
災
害
か
ら
の
迅
速
か
つ
確

実
な
復
旧
・
復
興
工
事
の
推
進
に
つ

い
て

　

25　

地
域
全
体
で
取
り
組
む
「
流
域
治

水
対
策
」
の
推
進
に
つ
い
て

　

26　

Ｊ
Ｒ
松
山
駅
付
近
連
続
立
体
交
差

事
業
等
の
整
備
促
進
に
つ
い
て

　

27　

命
を
守
り
暮
ら
し
を
豊
か
に
す
る

港
湾
の
整
備
推
進
に
つ
い
て

　

28　

国
家
的
な
リ
ス
ク
や
課
題
に
対
応

し
た
行
政
体
制
の
あ
り
方
の
検
討
に

つ
い
て

　

29　

地
域
公
共
交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の

維
持
・
確
保
に
つ
い
て

Ⅱ　

人
口
減
少
対
策

　

30　

少
子
化
対
策
・
子
育
て
支
援
の
充

実
に
つ
い
て

　

31　

安
全
・
安
心
な
教
育
環
境
整
備
の

促
進
に
つ
い
て

　

32　

愛
媛
大
学
大
学
院
地
域
レ
ジ
リ
エ

ン
ス
学
環
（
修
士
課
程
）
設
置
に
伴

う
運
営
支
援
に
つ
い
て

　

33　

地
域
の
実
情
に
応
じ
た
地
域
医
療

介
護
総
合
確
保
基
金
の
見
直
し
に
つ

い
て

　

34　

脱
炭
素
社
会
の
実
現
に
向
け
た
対

策
の
拡
充
に
つ
い
て

　

35　

資
源
循
環
の
促
進
に
向
け
た
取
組

の
強
化
に
つ
い
て

　

36　

再
犯
防
止
に
関
す
る
取
組
の
推
進

に
つ
い
て

　

37　

エ
ネ
ル
ギ
ー
の
安
定
供
給
の
維

持
・
確
保
に
つ
い
て

　

38　

県
民
が
安
全
で
安
心
し
て
暮
ら
せ
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全
国
町
村
会
は
、
6
月
17
日
全
国
町
村

会
館
で
「
一
般
財
団
法
人
全
国
自
治
協
会

評
議
員
会
・
全
国
町
村
会
政
務
調
査
会
・

全
国
町
村
会
理
事
会
・
都
道
府
県
会
長
会
」

を
開
催
し
た
。
本
県
か
ら
は
、
佐
川
会
長

（
砥
部
町
長
）及
び
事
務
局
長
が
出
席
し
た
。

◆
一
般
財
団
法
人
全
国
自
治
協
会
評
議
員

会
1　

開
会
あ
い
さ
つ

2　

議
長
の
互
選

3　

議
事
録
署
名
人
の
選
出

4　

議　

事

　

⑴　

令
和
3
年
度
事
業
報
告
及
び
決
算

に
つ
い
て

　

⑵　

令
和
3
年
度
公
益
目
的
支
出
計
画

実
施
報
告
書
に
つ
い
て

　

⑶　

評
議
員
の
選
任
に
つ
い
て

　

⑷　

そ
の
他

◆
全
国
町
村
会
政
務
調
査
会

1　

開
会
あ
い
さ
つ

2　

政
策
説
明

　
「
全
世
代
型
社
会
保
障
の
構
築
に
つ
い
て

�

―
人
口
減
少
問
題
を
中
心
に
―
」

一
般
財
団
法
人
全
国
自
治
協
会
評
議
員
会

全
国
町
村
会
政
務
調
査
会

全
国
町
村
会
理
事
会
・
都
道
府
県
会
長
会

等
を
開
催

全
国
町
村
会
　

　
　

内
閣
官
房
参
与

　
　
　
（
社
会
保
障
、
人
口
問
題
担
当
）

　
　

内
閣
官
房
全
世
代
型
社
会
保
障

　
　

構
築
本
部
総
括
事
務
局
長

�

　

山
崎　

史
郎 

氏

　
「
郵
便
局
と
地
方
創
生
」

　
　

日
本
郵
便
株
式
会
社
常
務
執
行
役
員

　
　
　
　
　
　

�

高
橋　

文
昭 

氏

　
「
ロ
ー
カ
ル
₁
₀
，
₀
₀
₀
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

　

に
つ
い
て
」

　
　

総
務
省
地
域
力
創
造
グ
ル
ー
プ

�

地
域
政
策
課
長　

杉
田　

憲
英 

氏

　
「
森
林
環
境
譲
与
税
の
更
な
る
活
用
に

　

つ
い
て
」

　
　

林
野
庁
森
林
整
備
部
長

�

　
　
　
　
　
　

小
坂　

善
太
郎 
氏

3　

協
議
事
項

　

⑴　
「
令
和
5
年
度
政
府
予
算
編
成
及

び
施
策
に
関
す
る
要
望
」（
案
）
に
つ

い
て

　

⑵　
「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

対
策
及
び
経
済
対
策
等
に
関
す
る
要

望
」（
案
）
に
つ
い
て

4　

そ
の
他

◆
全
国
町
村
会
理
事
会

　
都
道
府
県
町
村
会
長
会

1　

開
会
あ
い
さ
つ

2　

議
事
録
署
名
人
の
選
任

3　

議　

事

　

⑴　

令
和
3
年
度
決
算
等
に
つ
い
て

4　

報　

告

　

⑴　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
普
及
促

進
等
に
つ
い
て

　

⑵　

国
と
地
方
の
協
議
の
場
に
つ
い
て

　

⑶　

そ
の
他

◆
全
国
町
村
職
員
生
活
協
同
組
合
総
代
会

1　

開
会
あ
い
さ
つ

2　

議
事
録
署
名
人
の
選
任

3　

議　

事

　

⑴　

令
和
3
年
度
事
業
報
告
及
び
決
算

等
に
つ
い
て

　

⑵　

監
事
の
選
任
に
つ
い
て

4　

報　

告

　

⑴　

生
活
総
合
保
険
の
実
施
に
つ
い
て

　

⑵　

特
定
疾
病
保
険
制
度
規
程
の
一
部

改
正
に
つ
い
て

　

⑶　

そ
の
他

令和４年度
人物試験評価者講習実施要領

	 愛媛県町村会

１　研修目的
　　　近年、町の職員採用試験において、人
物重視の観点から、面接試験の比重が高
まっている。一方、面接試験は、面接者
の主観的判断が働きやすいため、面接者
相互間で評価結果が異なる場合があるな
ど、その弱点も指摘されている。

　　　このことから、面接試験の基礎知識、質
問の技法、評価の技法を修得することに
より、今後の面接試験の適切な実施に寄
与することを目的とする。

２　研修動画配信期間
　　　令和₄年₆月22日（水）
　　　　　　　～令和₄年₇月29日（金）

３　研修講師
　　　公益財団法人
　　　日本人事試験研究センター

４　研修受講対象者
　　　面接試験官及び面接試験担当者

人
物
試
験
評
価
者
講
習

を
開
催

�

　
愛
媛
県
町
村
会

　

愛
媛
県
町
村
会
は
、
6
月
22
日
か
ら
7

月
29
日
ま
で
「
令
和
4
年
度
人
物
試
験
評

価
者
講
習
」
を
動
画
配
信
で
開
催
し
た
。

　

近
年
、
町
職
員
採
用
試
験
に
お
い
て
は
、

人
物
重
視
の
観
点
か
ら
面
接
試
験
の
重
要

性
が
増
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
面
接
試
験

の
基
礎
知
識
や
質
問
・
評
価
の
技
法
を
習

得
す
る
こ
と
に
よ
り
、
今
後
の
面
接
試
験

の
適
切
な
実
施
に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
的

に
開
催
し
た
も
の
で
あ
る
。

　
「
優
れ
た
人
材
を
確
保
す
る
た
め
に
」

　
　

公
益
財
団
法
人

　
　

日
本
人
事
試
験
研
究
セ
ン
タ
ー

　
　

�

参
与　

武
廣　
　

巌 

氏
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「
全
国
退
職
手
当
組
合
退
職
手
当
制
度

研
究
会
」
が
、
山
形
県
市
町
村
職
員
退
職

手
当
組
合
の
主
催
に
よ
り
6
月
23
日（
木
）

山
形
市
（
山
形
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル
）
で
行

わ
れ
た
。

　

こ
の
研
究
会
は
、
退
職
手
当
事
務
に
関

す
る
研
究
及
び
組
合
相
互
間
の
連
絡
協
調

に
よ
り
組
合
の
健
全
な
育
成
と
円
滑
な
運

営
を
図
る
こ
と
を
目
的
に
3
年
ぶ
り
に
開

催
さ
れ
、
14
道
県
の
組
合
職
員
等
37
人
が

出
席
し
た
。
な
お
、
本
組
合
か
ら
事
務
局

長
及
び
職
員
が
出
席
し
た
。

　

研
究
会
で
は
会
長
県
で
あ
る
宮
城
県
の

村
上
事
務
局
長
か
ら
あ
い
さ
つ
の
後
、
会

則
の
定
め
に
よ
り
山
形
県
の
神
尾
事
務
局

長
を
議
長
に
選
出
し
議
事
に
つ
い
て
意
見

交
換
が
行
わ
れ
た
ほ
か
、
次
期
会
長
に
本

県
の
渡
部
事
務
局
長
が
選
出
さ
れ
た
。
な

お
、
任
期
は
6
月
24
日
か
ら
2
年
間
。

　

ま
た
、
次
回
は
長
崎
県
で
開
催
す
る
こ

と
が
決
定
し
た
。

　

日
程
は
次
の
と
お
り
。

１　

開　

会

2　

挨　

拶

3　

議
長
選
出

4　

議　

事

　

⑴　

各
組
合
提
出
議
題
に
つ
い
て

　
　

①　

退
職
手
当
の
支
給
制
限
処
分
に

係
る
勘
案
に
つ
い
て
（
北
海
道
組

　

公
益
財
団
法
人
愛
媛
県
市
町
振
興
協

会
（
理
事
長
・
佐
川
秀
紀
砥
部
町
長
）
は
、

令
和
4
年
度
定
時
評
議
員
会
を
6
月
28
日

（
火
）
午
前
11
時
か
ら
「
愛
媛
県
自
治
会

館
」
に
お
い
て
開
催
し
た
。

　

会
議
の
出
席
は
、
佐
川
秀
紀（
理
事
長
）

及
び
谷
本
勝
俊（
伊
予
市
議
会
議
長
）・
菊

地
幸
雄（
内
子
町
議
会
議
長
）・
安
田
俊
一

（
松
山
大
学
経
済
学
部
教
授
）・
本
多
幸
雄

（
愛
南
町
議
会
事
務
局
長
）の
各
評
議
員
及

び
森
佑
布（
愛
媛
県
市
町
振
興
課
長
）・
武

智
茂
記（
愛
媛
県
市
長
会
事
務
局
長
）・
酒

井
啓
司（
税
理
士
）の
各
監
事
、
渡
部
常
務

理
事
等
。

全
国
退
職
手
当
制
度
研
究
会
を
開
催

愛
媛
県
市
町
総
合
事
務
組
合
　

令
和
４
年
度
定
時
評
議
員
会
開
く

（
公
財
）愛
媛
県
市
町
振
興
協
会
　

合
）

		　

②　

定
年
延
長
等
に
伴
う
退
職
手
当

条
例
の
改
正
に
つ
い
て
（
宮
城
県

組
合
）

		　

③　

会
計
年
度
任
用
職
員
の
毎
月
の

勤
務
状
況
の
確
認
・
管
理
方
法
に

つ
い
て
（
兵
庫
県
組
合
）

　
　

④　

今
後
の
負
担
金
率
に
つ
い
て

（
和
歌
山
県
組
合
）

　
　

⑤　

裁
定
事
務
の
効
率
化
に
つ
い
て

（
徳
島
県
組
合
）

　

⑵　

役
員
の
互
選
に
つ
い
て

　

⑶　

次
期
開
催
地
及
び
開
催
時
期
に
つ

い
て

　

⑷　

そ
の
他

5　

閉　

会

　

佐
川
理
事
長
か
ら
招
集
あ
い
さ
つ
の
後
、

定
款
に
よ
り
出
席
し
た
評
議
員
の
互
選
で

菊
地
評
議
員
を
議
長
に
選
出
し
、
議
事
録

署
名
人
に
、
谷
本
評
議
員
・
本
多
評
議
員

の
両
評
議
員
を
指
名
。

　

議
事
に
入
り
、
令
和
3
年
度
事
業
の
報

告
及
び
決
算
に
つ
い
て
渡
部
常
務
理
事
か

ら
説
明
の
後
審
議
し
、
決
算
に
つ
い
て
承

認
さ
れ
た
。

　

理
事
の
任
期
満
了
に
伴
う
選
任
に
つ
い

て
は
、
定
款
に
よ
り
候
補
者
ご
と
に
賛
否

を
諮
っ
た
結
果
、
全
員
異
議
な
く
次
の
者

を
選
任
す
る
こ
と
を
決
定
し
た
。

　

な
お
、
提
出
さ
れ
た
議
案
は
次
の
と
お

り
。

【
理　

事
】

　

武
智　

邦
典
（
伊
予
市
長
）

　

渡
部　

克
彦
（
松
山
市
議
会
議
長
）

　

佐
川　

秀
紀
（
砥
部
町
長
）

　

西
岡　

利
昌
（
砥
部
町
議
会
議
長
）

　

新
井　

英
夫
（
松
山
大
学
学
長
）

　

渡
部　

明
忠
（
愛
媛
県
町
村
会
事
務
局
長
）

○
議
　
事

　

第
1
号
議
案

　
　

令
和
3
年
度
事
業
報
告
及
び
決
算
の

承
認
に
つ
い
て

　

第
2
号
議
案

　
　

理
事
の
任
期
満
了
に
伴
う
選
任
に
つ

い
て

評　議　員　会
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退職後も、任意生命保険・任意医療保険にご加入の
職員様と配偶者様が現職中と同様の保障を得られる制度です。

＜ご確認下さい＞

・退職後に新規加入や増額はできません。

・掛金は年払いとなり、登録口座から毎年１月２２日（金融機関が休業日の場合は翌営業日）に振替ます。

・保険期間（毎年１月１日～１２月３１日）途中での脱退はできません。

・(株)日本共同システムへ事務を委託しており、掛金の口座振替や保険金給付金等の受付 及び

各種書類の送付は(株)日本共同システムが行います。

○退職者継続加入をご希望される方

○脱退を希望される方

任意生命保険
（最長75歳6ヶ月まで更新可能）

死亡保障・高度障がい保障

任意医療保険
（最長75歳6ヶ月まで更新可能）

ケガ・病気等による
入院・手術等の保障

退職者継続加入通知書兼預金口座振替依頼書を担当者にご提出ください

提出書類はございません。担当者に脱退の意思をお伝えください。

＜退職者継続加入をご希望された方の今後の流れについて＞

・９月下旬頃、(株)日本共同システムよりご自宅宛に翌年の加入申込書・パンフレットが届きます。

・申込書の提出がない場合、自動更新のお取り扱いとなります。

自動更新の場合、保障内容に変更はありませんが、掛金は保険年齢により年齢群団が変わり、
更新後の掛金が高くなる場合があります。必ず申込書にて更新後の掛金の確認をお願い致します。

・翌年、脱退/減額をされる方は必ず申込書のご提出が必要です。

＜退職者継続制度のお問い合わせ先＞
【事務手続き全般】株式会社日本共同システム
〒160-0023 東京都新宿区西新宿７－１１－１８ ７１１ビルディング８Ｆ

(株)日本共同システム内 全国町村会コールセンター TEL：0120-816-156

1月～7月
ご退職者（予定者）様
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６
月
の
会
と
催
し

▽
2
日
＝
令
和
5
年
度
国
の
施
策
等
に
関

す
る
提
案
・
要
望
活
動
（
3
日
ま
で
）

▽
6
日
＝
愛
・
野
球
博
実
行
委
員
会
令
和

4
年
度
第
1
回
総
会

▽
7
日
＝
愛
媛
県
農
業
信
用
基
金
協
会
役

員
推
薦
会
議
、
愛
媛
県
人
権
教
育
協
議

会
支
部
長
・
加
盟
団
体
長
及
び
事
務
局

長
会

▽
8
日
＝
第
97
回
殉
職
消
防
職
団
員
慰
霊

祭
、令
和
4
年
度
愛
媛
県
消
防
大
会
、愛

媛
県
社
会
福
祉
協
議
会
第
2
2
9
回
理

事
会

▽
10
日
＝（
一
社
）内
外
情
勢
調
査
会
松
山

支
部
懇
談
会
、
令
和
3
年
度
愛
媛
県
障

が
い
者
ス
ポ
ー
ツ
協
会
監
査

▽
15
日
＝
え
ひ
め
産
業
振
興
財
団
定
時
評

議
員
会

▽
16
日
＝
全
国
町
村
会
政
調
幹
事
会
・
都

道
府
県
町
村
会
事
務
局
長
会
議
・
災
害

共
済
事
務
連
絡
会
議

▽
17
日
＝（
一
財
）全
国
自
治
協
会
評
議
員

会
、
全
国
町
村
会
政
務
調
査
会
・
理
事

会
・
都
道
府
県
町
村
会
長
会
・
全
国
生

協
総
代
会　

▽
21
日
＝
愛
媛
県
町
村
会
・
全
国
生
協
愛

媛
県
支
部
令
和
3
年
度
会
計
監
査
、
愛

媛
県
町
村
議
会
議
長
会
・
愛
媛
県
町
村

議
会
議
員
共
済
事
業
特
別
会
計
令
和
3

年
度
会
計
監
査
、
四
国
開
発
幹
線
自
動

車
道
建
設
期
成
同
盟
会
監
査

▽
22
日
＝（
公
財
）愛
媛
県
国
際
交
流
協
会

令
和
4
年
度
第
1
回
評
議
員
会

▽
23
日
＝（
公
社
）愛
媛
県
畜
産
協
会
令
和

4
年
度
第
10
回
定
時
総
会
、
全
国
退
職

手
当
組
合
退
職
手
当
制
度
研
究
会
（
24

日
ま
で
）

▽
27
日
＝（
一
財
）全
国
市
町
村
振
興
協
会

評
議
員
会

▽
28
日
＝（
公
財
）愛
媛
県
市
町
振
興
協
会

令
和
4
年
度
定
時
評
議
員
会

▽
29
日
＝
え
ひ
め
就
職
氷
河
期
世
代
活
躍

支
援
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
会
議
、（
一

社
）愛
媛
県
観
光
物
産
協
会
第
2
回
理

事
会
、（
一
社
）愛
媛
県
観
光
物
産
協
会

定
時
総
会
、（
一
社
）愛
媛
県
観
光
物
産

協
会
第
3
回
理
事
会

▽
30
日
＝（
一
社
）愛
媛
県
農
業
会
議
第

1
0
9
回
通
常
総
会
、（
一
社
）愛
媛
県

農
業
会
議
6
月
定
例
常
設
審
議
委
員
会

　　

 

解
禁
・
お
も
て
な
し

　

青
、
ピ
ン
ク
、
赤
紫
の
球
状
に
な
っ
た
花

び
ら
に
透
き
通
っ
た
水
玉
が
滴
り
落
ち
る

さ
ま
は
、紫
陽
花
と
雨
が
ぴ
っ
た
り
の
日
本

の
梅
雨
。
今
年
の
列
島
は
、6
月
に
半
端
な

い
真
夏
日
ど
こ
ろ
か
猛
暑
日
の
日
々
。梅
雨

明
け
も
一
段
と
早
か
っ
た
。
た
だ
短
い
梅
雨

に
夏
季
の
水
不
足
が
気
が
か
り
で
あ
る
。ま

た
各
地
で
地
震
、ム
シ
ム
シ
し
た
気
候
に
加

え
て
突
然
の
雹
、
雷
、
突
風
、
豪
雨
の
襲

来
。世
界
各
地
の
異
常
高
温
な
ど
、ど
う
か

気
候
変
動
は
穏
便
に
願
い
た
い
。

　

世
界
中
の
人
々
を
3
年
前
か
ら
恐
怖
に

陥
れ
た
新
型
コ
ロ
ナ
、
収
束
し
た
と
は
い

え
な
い
ま
で
も
、
世
界
は
経
済
活
動
か
ら

共
存
関
係
に
入
っ
た
よ
う
だ
。
た
だ
、こ
れ

は
あ
く
ま
で
も
人
々
が
、
死
者
数
減
、
ワ

ク
チ
ン
効
果
、
さ
ら
に
コ
ロ
ナ
に
“
慣
れ
”

て
き
た
た
め
と
も
思
え
る
。
依
然
と
し
て

厄
介
な
ウ
イ
ル
ス
で
あ
っ
て
、
終
息
に
は

至
っ
て
い
な
い
事
を
心
し
た
い
。

　

さ
て
、
観
光
立
国
を
掲
げ
て
き
た
我
が

国
。
コ
ロ
ナ
前
は
、
ド
ッ
と
押
し
寄
せ
て

来
た
外
国
人
観
光
客
で
賑
わ
っ
た
。
た
だ

当
時
の
観
光
地
で
は
、
一
部
外
国
人
観
光

客
行
動
の
マ
ナ
ー
の
悪
さ
と
非
常
識
に
観

光
地
元
は
唖
然
と
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ

の
負
の
部
分
は
、
こ
の
約
2
年
間
の
コ
ロ

ナ
騒
動
の
た
め
に
一
時
の
静
け
さ
を
取
り

戻
し
、
穏
や
か
な
本
来
の
観
光
地
の
た
た

ず
ま
い
に
あ
っ
た
。
し
か
し
こ
の
6
月
、

訪
日
観
光
客
の
入
国
が
ほ
ぼ
解
禁
と
な
っ

た
。
つ
い
て
は
外
国
人
観
光
者
が
理
解
・

納
得
す
る
事
前
案
内
や
予
め
条
例
に
よ
る

法
的
規
制
な
ど
関
係
者
は
怠
り
な
い
よ
う

に
。
経
済
活
動
だ
け
の
再
開
で
は
、
以
前

の
よ
う
な
観
光
本
来
の
枠
か
ら
は
み
出
し

た
も
の
と
な
ろ
う
。
観
光
事
業
は
些
細
な

こ
と
で
も
訪
れ
る
者
、
迎
え
る
者
と
も
に

納
得
し
な
け
れ
ば
ス
ト
レ
ス
と
な
る
。
一

部
の
奇
怪
？
な
身
勝
手
な
行
動
は
、
美
し

い
自
然
美
の
破
壊
と
と
も
に
日
本
の
良
さ

「
お
も
て
な
し
」の
感
覚
を
知
ら
ず
し
て
帰

国
す
る
こ
と
に
も
な
る
。
兎
に
も
角
に
も
、

よ
り
良
い
リ
ピ
ー
タ
ー
を
増
や
す
こ
と
こ

そ
が
、
本
来
の
観
光
立
国
に
繋
が
ろ
う
と

い
う
も
の
で
あ
る
。

　

先
ご
ろ
、
こ
の
う
え
な
い
自
然
美
を
満

喫
さ
せ
て
く
れ
る
北
海
道
知
床
沖
の
海
で

観
光
船
が
沈
没
、
不
幸
に
も
多
数
の
尊
い

命
を
奪
わ
れ
て
し
ま
っ
た
。
自
然
に
対
す

る
感
謝
も
込
め
た
異
変
へ
の
事
前
の
備
え

は
い
わ
ず
も
が
な
で
あ
ろ
う
。
観
光
業
者

や
関
係
者
は『
カ
ネ
儲
け
』に
執
着
す
る
だ

け
で
は
な
い
で
あ
ろ
う
が
、「
安
全
整
備
」

も
「
お
も
て
な
し
」
の
一
つ
と
し
て
万
全

を
期
し
て
ほ
し
い
。
観
光
経
済
の
成
果
は
、

観
光
客
の「
歓
び
と
満
足
感
」と
と
も
に
発

生
す
る
も
の
で
あ
る
。

　

観
光
関
係
者
は
、
カ
ネ
儲
け
的
主
義
か

ら
離
れ
た
真
の「
お
も
て
な
し
」
を
、一
方

来
訪
者
は
理
性
あ
る
常
識
行
動
で
当
該

地
の
観
光
に
十
分
に
酔
い
し
れ
て
ほ
し
い
。

ま
た
、
お
互
い
未
だ
存
在
す
る
コ
ロ
ナ
を

忘
れ
ず
に
行
動
・
対
処
を
願
い
た
い
。『
郷

に
入
れ
ば
郷
に
従
え
』
の
例
え
も
あ
る
。

�

　
　
（
Ｔ
）

 

「
人
生
に
は
二
つ
の
悲
劇
が
有
る
。
一
つ

は
そ
の
願
い
を
達
し
得
ぬ
こ
と
、
も
う

一
つ
は
そ
れ
を
達
す
る
こ
と
。」

　

�

　
　
　
　
（
シ
ョ
ウ　

英
国
の
作
家
）
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令和４年 

７/１～８/31 

世界各地で気温の上昇などが起こり、異常気象や⾃然災害の発⽣などの気候変動
の影響が現れています。気候変動問題への対応は、温室効果ガスの排出を抑える
「緩和策」とともに、影響にあらかじめ備え、被害を少なくする「適応策」の 

取組も重要です。 
四国４県では「適応策」の一つとして、熱中症対策に効果のある「日傘」の利用
促進を呼びかけています。 
日傘を使用して、エコ＆COOLに夏を過ごしませんか☂ 

四国地球温暖化対策推進連絡協議会 
（構成団体 徳島県/香川県/愛媛県/高知県） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

日傘あり 日傘なし 

80℃ 

３２℃ 

（出典：環境省のチラシより抜粋） 

日傘は「日陰を持ち歩く」ことができる 
エコな工夫の一つ。 
日傘を使って強い日差しから体を守ると、 

汗の量が約１７％減少することが分かって
います。 
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えひめ南
予きずな博連携イベント・

足摺宇
和海国立公園50周年記念事業

えひめ南
予きずな博連携イベント

足摺宇
和海国立公園50周年記念事業

エントリー受付中！
【募集期間】2022年8月7日（日）まで

詳しくは大会オフィシャルサイトをチェック！

ainanmaranic.com

約55km

種目 定員

300名
※先着

2022.8.28 [sun]
南レク御荘公園（南宇和郡愛南町御荘平城740）スタート・ゴール


